
１ 会議名  厚生・文教常任委員会協議会 

２ 日時   令和６年 11 月 20 日（水) 

午前 11 時 21 分から午前 11 時 40 分まで 

３ 場所   正・副議長応接室 

４ 出席委員 （委員長）片岡健一郎 （副委員長）須藤智子 

       （委員）梅村均、谷平敬子、堀江珠恵、大野慎治、木村冬樹 

５ 事務局出席 議会事務局長 丹羽至、主幹 田島勝己 

６ 委員長挨拶 

７ 協議事項 

（１）行政調査について 

片岡委員長：岩沼市と練馬区の行政視察について、紹介議員にも感謝する。委員

会として代表質問等は行わないことにしたいと思っている。この件についてよ

ろしいか。（各委員：了承） 

今回の視察内容については個々の一般質問で活用していただければと思う。

一般質問で木村委員が練馬区の認知症支援について取り上げていただけると伺

っている。ほかに岩沼市の「子ども第三の居場所」や練馬区の「防災カレッジ」

について取り上げたければこの場で確認したい。 

大野委員：第三の居場所は提案しづらい。 

片岡委員長：特殊な事例であった。防災カレッジについてはいかがか。 

須藤副委員長：防災カレッジについて、取り上げたい。 

片岡委員長：須藤副委員長が取り上げていただけるとのことだがよろしいか。で

は木村委員と須藤副委員長に取り上げていただくこととする。（各委員：了承） 

次に行政視察予算の執行状況について事務局から説明する。 

事務局：資料に基づき説明。 

片岡委員長：委員から提案された調査先に行く予算がまだある。もう一度視察を

行うかどうかを含め次回の協議会で協議したい。個人的には一泊して多く視察

を行いたい。ほかの調査先候補もあれば考えて事務局に出しておいていただき

たい。次回の協議会は 11 月 28 日（木）午後１時 30 分からとする。 

木村委員：宿泊を伴う場合、距離はどれぐらいまで可能か。 

片岡委員長：調べてもらい、東と西の範囲を後日伝える。 

（２）その他 

なし 

８ その他 



 なし  


